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Javaを介してPDFをIMAGEに変換する



Javaを介してPDFをIMAGEに変換する

Adobe ® Acrobat Readerを使用せずに、Java J2SE、J2EE、J2MEアプリケーション内の任意の場所でPDFファイルをIMAGEにエクスポートします。





ダウンロード




 


2つの簡単なステップでpdfファイルをJavaでIMAGE画像に変換できます。まず、
Aspose.PDF for Java
を使用すると、PDFをJPEGにエクスポートできます。その後、
Aspose.Imaging for Java
Image Processing APIを使用して、JPEGをIMAGEにレンダリングできます。どちらのAPIも、
Aspose.Total for Java
パッケージに含まれています。




Java経由でPDFをIMAGEにエクスポート

		ドキュメント
クラスを使用してPDFファイルを開きます

		JpegDeviceクラスオブジェクトを初期化し、
Process
を使用してPDFをJPEGにレンダリングしますメソッド

		Image
クラスを使用してJPEGファイルをロードします

		save
を使用してドキュメントをIMAGE形式で保存します- 方法




変換要件

Maven
ベースのプロジェクトから直接Aspose.Total for Javaを簡単に使用できますそして、pom.xmlにライブラリを含めます。

または、
ダウンロード
からZIPファイルを取得することもできます。









Javaを介して単一ファイルでPDFをIMAGEに変換する

APIを使用すると、PDFファイルをIMAGEの単一ファイルにエクスポートすることもできます。すべてのページを変換するには、最初にPDFドキュメントを1つのTIFFファイルにレンダリングし、その後、TIFFファイルをIMAGEにエクスポートできます。
Document
クラスを使用して入力ファイルを開き、Resolution、TiffSettings、およびTIFFデバイスオブジェクトを作成できます。
process
を使用して単一のTIFF画像を取得できますjava.io.OutputStream
TiffDevice
クラスのメソッド。最後に、
Image
クラスを使用してTIFFファイルをロードし、
save
メソッド。










Javaを介して透かし付きのPDFをIMAGEに変換する

APIを使用して、IMAGEドキュメントに透かしを入れたPDFファイルをIMAGEにエクスポートすることもできます。透かしを追加するには、最初にPDFをJPEGに変換し、透かしを追加します。透かしを追加するには、
Image
クラスを使用して画像ファイルを読み込み、
Graphics
クラスをImageオブジェクトで初期化し、新しい[Matrix](
https://reference.aspose.com/imaging/java/
com.aspose.imaging/Matrix)オブジェクトを作成し、変換と変換を目的の角度に設定し、
Graphics.drawString
メソッド。画像に透かしを追加した後、JPEGをIMAGE形式で保存できます。










Javaを介してPDFをIMAGEファイルに変換および回転

APIを使用すると、必要に応じて出力IMAGE画像を回転させることもできます。 Image.rotateFlipメソッドを使用すると、画像を90/180/270度回転し、画像を水平または垂直に反転できます。ライブラリは、すべての醜い詳細をカプセル化しながら、複雑な操作を実行するための簡単なメソッドを提供します。画像に適用する回転と反転のタイプを指定できます。画像を回転および反転するには、
Image
クラスを使用して変換されたJPEG画像をロードし、Imageを呼び出すことができます。適切な
RotateFlipType
を指定しながらrotateFlipメソッド。










PDF の変換オプションを Java で探索

PDF を ODP に変換
(OpenDocument プレゼンテーション形式)
PDF を OTP に変換
(OpenDocument標準フォーマット)
PDF を POTM に変換
(Microsoft PowerPoint テンプレート ファイル)
PDF を POTX に変換
(Microsoft PowerPoint テンプレートのプレゼンテーション)
PDF を POT に変換
(Microsoft PowerPoint テンプレート ファイル)
PDF を POWERPOINT に変換
(プレゼンテーションファイル)
PDF を PPSM に変換
(マクロを有効にしたスライド ショー)
PDF を PPSX に変換
(PowerPoint スライド ショー)
PDF を PPS に変換
(PowerPoint スライド ショー)
PDF を PPTM に変換
(マクロが有効なプレゼンテーション ファイル)
PDF を PPT に変換
(パワーポイントによるプレゼンテーション)
PDF を SWF に変換
(ショックウェーブフラッシュムービー)
PDF を XAML に変換
(XAMLファイル)
PDF を APNG に変換
(アニメーション化されたポータブル ネットワーク グラフィックス)
PDF を DICOM に変換
(医療におけるデジタル イメージングと通信)
PDF を DXF に変換
(Autodesk 図面交換フォーマット)
PDF を EMZ に変換
(Windows 圧縮拡張メタファイル)
PDF を JPEG2000 に変換
(J2K画像フォーマット)
PDF を PSD に変換
(Photoshop ドキュメント)
PDF を SVGZ に変換
(圧縮されたスケーラブルなベクター グラフィックス)
PDF を TGA に変換
(Truevision グラフィックス アダプター)
PDF を WMF に変換
(Windows メタファイル)
PDF を WMZ に変換
(圧縮された Windows メタファイル)
PDF を CSV に変換
(カンマ区切りの値)
PDF を DIF に変換
(データ交換フォーマット)
PDF を DOCM に変換
(Microsoft Word 2007 マルコ ファイル)
PDF を DOTM に変換
(Microsoft Word 2007+ テンプレート ファイル)
PDF を DOTX に変換
(Microsoft Wordテンプレートファイル)
PDF を DOT に変換
(Microsoft Wordテンプレートファイル)
PDF を EXCEL に変換
(スプレッドシートのファイル形式)
PDF を FLATOPC に変換
(Microsoft Word 2003 ワードプロセッサML)
PDF を FODS に変換
(OpenDocument フラット XML スプレッドシート)
PDF を GIF に変換
(グラフィカル交換フォーマット)
PDF を MARKDOWN に変換
(軽量マークアップ言語)
PDF を MD に変換
(マークダウン言語)
PDF を MHTML に変換
(MIME HTML)
PDF を ODS に変換
(OpenDocument スプレッドシート)
PDF を ODT に変換
(OpenDocument テキスト ファイル形式)
PDF を OTT に変換
(OpenDocument テンプレート)
PDF を PCL に変換
(プリンターコマンド言語)



PDF ファイル形式とは

PDF (Portable Document Format) は、さまざまなソフトウェア アプリケーション、ハードウェア デバイス、オペレーティング システム間で一貫性を保った方法でドキュメントを表示するために設計されたファイル形式です。各 PDF ファイルには、テキスト、フォント、グラフィックス、および正確な表示に必要なその他の情報を含む、固定レイアウト ドキュメントの包括的な説明が含まれています。 PDF は、1990 年代初頭に Adobe Systems によって最初に開発され、テキストの書式設定やインライン画像を保持しながらコンピュータ ドキュメントを共有する手段として機能しました。

PDF ファイルは、通常、Adobe Acrobat などのソフトウェアや類似の PDF 作成ツールを使用して生成されます。現在、PDF は国際標準化機構 (ISO) によって管理されるオープン標準となっています。この標準化により、さまざまなプラットフォームやシステム間での互換性と相互運用性が確保されます。 PDF ファイルを表示するには、Adobe Reader やその他の PDF ビューアなどの無料ソフトウェアを利用できます。

PDF の大きな利点の 1 つは、プラットフォームに依存しないため、さまざまなデバイスやデバイスでシームレスに表示および印刷できることです。オペレーティングシステム。使用されるハードウェアまたはソフトウェアに関係なく、ドキュメントのレイアウトとコンテンツはそのまま残ります。この普遍的なアクセシビリティにより、さまざまなプラットフォームやシステム間でドキュメントを共有および配布するための推奨形式として PDF が人気を博しました。

テキスト、フォント、グラフィックス、書式設定を含む完全なドキュメントをカプセル化する PDF の機能により、さまざまな用途に信頼できる選択肢です。重要なレポートの共有、電子書籍の出版、フォームの配布、プロフェッショナルなプレゼンテーションの配信など、PDF を使用すると、さまざまな環境にわたって一貫したドキュメントのレンダリングとコンテンツの信頼性の高い保存が保証されます。




IMAGE ファイル形式とは

画像ファイルは、デジタル画像を保存するために特別に設計されたコンピュータ ファイルです。これらのファイルにはビットマップ、JPEG、GIF、TIFF などのさまざまな種類があり、それぞれに独自の特徴と用途があります。ファイル タイプによって、画像を開いて表示するために使用されるソフトウェア プログラムが決まります。

ラスター イメージとも呼ばれるビットマップ ファイルは、特定のカラー値が割り当てられた個々のピクセルのグリッドで構成されます。遠くから見ると、これらのピクセルが混ざり合って、まとまりのある画像が作成されます。ビットマップ ファイルは、含まれる詳細な情報が多いため、サイズが大きくなる傾向があります。

JPEG ファイルは、数学的アルゴリズムを利用して、画質を維持しながらファイル サイズを削減する圧縮画像ファイルです。品質を大幅に損なうことなく効率的に圧縮できるため、オンラインで写真を保存したり共有したりするのに最適です。

別の種類の圧縮画像形式である GIF ファイルは、JPEG とは異なるアルゴリズムを採用しています。 GIF ファイルはより多くの色を保存でき、より良い画質を生成できますが、最大 256 色に制限されているため、高品質の画像の保存にはあまり適していません。 GIF ファイルは、アニメーション画像や単純なグラフィックによく使用されます。

一方、TIFF ファイルは非圧縮画像ファイルです。圧縮アルゴリズムを使用しないため、他の画像形式と比較してファイル サイズが大きくなります。 TIFF ファイルは通常、編集や印刷が必要な高品質の画像を保存するために使用されます。

各画像ファイル形式はさまざまな目的を果たし、特定の使用例に適しています。ビットマップ ファイルは詳細ですがサイズが大きく、JPEG ファイルは効率的な圧縮を実現し、GIF ファイルはアニメーションや単純なグラフィックに適しており、TIFF ファイルは非圧縮の高品質の画像を提供します。








 



